
１　負担金の予算決算等について

負担金の名称

負担金の金額

２　負担金の交付先について

所在

３　負担金の対象となる事業等について

事業実績
（具体的な手法）

負担金を交付して
市が得たメリット

負担金検証調書【令和７年度交付分】

いぬやまスポーツコミッション負担金 市の担当部課 スポーツ交流課 問い合わせ先 0568-44-0353

決算額 1,610,000 円 前年度決算額 671,000 円予算額 1,610,000 円 当初交付額 1,610,000 円

所在 犬山市大字犬山字東畑３６番地 代表者 犬山市長　原　欣伸

事業資金の管理責任者 スポーツ交流課長 事業資金の管理者 スポーツ交流課

犬山市

構成団体 犬山市、犬山市スポーツ協会、犬山商工会議所、犬山市観光協会、名古屋経済大学他

設置の根拠

意思決定の方法 運営委員会、総会

名称 いぬやまスポーツコミッション （法人格の有無） 無 代表者 原　欣伸

事業資金等の保管方法 金融機関への預け入れによる。

事業内容
（事業の全体像）

市内のスポーツ資源を活用し、スポーツ大会等の誘致、開催支援等により、市内のスポーツ活動の活性化を図るとともに、スポーツ大会等を観光、産業等の地域資源と結び付
け、市民との交流や交流人口の増加等によって地域の活性化を目指す。

（犬山市の役割） 各団体との連絡調整、会場確保など大会等開催に向けた支援及び運営補助

（事務局が市である場合）
市のルールに準じているか？

完全準拠
完全準拠でない
場合の内容等

（事務局が市でない場合）
具体的に記述

証拠書類
の有無

「犬山らしさ」を生かし、市内で開催するスポーツ大会やスポーツイベントの支援の拡充、合宿等誘致事業の拡充、犬山市を拠点として活動するプロスポーツ団体の支援を重点目
標として令和７年度は少年野球大会、トレイルランニング大会、eスポーツ大会など１０事業を開催した。
プロスポーツ団体の支援として、犬山を拠点に活動するＡＩＣＨＩ　Ｓ．ＯＮＥ（3X3プロバスケットチーム）の公式リーグ戦の開催と地域貢献活動を実施。

スポーツ大会を誘致・開催することで、交流人口の増加とともに、市民がスポーツに親しむ機会が増えスポーツを通じた地域の活性化につながる。

交付先の状況

事務局の体制等
契約、支出
決裁の方法



４　負担金の交付先における収支等について

５　負担金の検証について

検証年度

犬山市負担金額（当初支出額） 1,610,000 円 精算の有無 有 精算（返還）額 0 円 精算後の負担金の額 1,610,000 円

円

構成員の負担割合（根拠） 各会員から年会会費10,000円を徴収

余剰額が発生した場合の取扱い 負担割合に応じたて返還か実施していたが、令和７年度は事業拡大のため返還は行わなかった。 繰越額 291,892 円

交付先における収入の状況（精算前の額） 前年度繰越金17,387円

負担金の対象となる全体事業費（精算がある場合は精算前の額） 収入額 1,889,112 円 支出額 1,597,220 円 余剰額 291,892

予算（当初支出時の想定） 決算（実績）

積算等 金額 積算等 金額 契約の方法、相手方等

円 後藤陶逸陶苑

委託料 地域貢献活動委託 150,000 円 地域貢献活動委託 150,000 円 AICHI　S.ONE

報償費 スポーツコミッション特別賞 50,000 円 スポーツコミッション特別賞 60,450

円
AICHI　S.ONE、北信濃トレイルフ
リークス、愛知県フライングディス
ク協会他

旅費 研修会等参加旅費 64,000 円 研修会等参加旅費 23,800 円
あいちスポーツコミッション研修
会等

事業費補助 大会等事業補助 1,300,000 円 大会等事業補助 1,355,160

需用費 消耗品、印刷製本費 40,000 円 消耗品、印刷製本費 0

円 振込手数料

使用料 会場借用料 220,000 円 会場借用料 0 円

役務費 振込手数料、通信運搬費 23,000 円 振込手数料、通信運搬費 7,810
交付先における
支出の状況

項目

繰越金 0 円 0

1,848,000 円

円

予備費 1,000 円 0 円

令和７年度実施 検証内容 毎年度、総会や理事会等に出席し、事務局より収支の報告を受け、事業計画に基づき適正に管理執行されているか、確認を行っている。

円

合計 1,597,220 円

積算がない場合
の特記事項


